
平成２５年度 第５回

川合市長と語り合うタウンミーティング

～ 市制 100 周年を見据えたまちづくり ～

日時：平成２５年１１月１４日（木）

日時：午後７時００分～９時００分

場所：本庁舎７階７Ａ会議室
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参加者

申込みをされた方 １７名

出席者

市長、風間副市長、政策財政部長、総務部長、市民部長、文化スポーツ部長、保健

医療部長、環境部長、産業観光部長、都市計画部長、学校教育部長、福祉部副部長

意見数

分 類
件

数
内 容 頁

保健・医療・福祉 3 子どもを遊ばせる施設

福祉避難所

自然と健康づくり

8

12

26

教育・文化・スポーツ 4 旧鶴川座

国際交流活動

オリンピック出場選手の育成

ヘルメット着用の義務化

6

10

17

29

都市基盤・生活基盤 7 都市計画

川越駅周辺における駐輪場

自転車レーン

コミュニティサイクル

スクールゾーンの標識

北環状線の進捗状況

駐輪場

8

20

20

20

20

20

22

産 業 ・ 観 光 4 観光産業

川越市の農業

農業対策

13

15

24

環 境 3 禁煙条例

ごみの焼却

路上喫煙

17

17

22

地域社会と市民生活 3 交通安全対策 4
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交通安全教育の徹底

地域猫対策

4

27

行 財 政 運 営 2 自治基本条例

防災計画の周知

オリンピックを活用した知名度の向上

3

13

17

計 26
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意見交換（要約）

《自治基本条例》

意見 私のほうからは自治基本条例、あるいはまちづくり条例、他の自治体によって

はやっているかとは思いますけれども、これをぜひ 100 周年ということで提案をさせ

ていただきたいと思います。

基本条例の内容は、恐らく市の行政の方々たちはもう十分ご存じだと思いますけれ

ども、本質的なことは行政の市民サービスの向上というのが本質にはあると思いま

す。他の自治体の施行状況をちょっとご紹介させていただきますと、中核市 42 市中、

既に行っているのが全体では 19％ぐらいですね。それから、埼玉県内の 63 市町村が

ありますけれども、その自治体は 23.8％が基本条例を既に実施しています。そして、

政令指定都市は 30％が既に実施をしているということで、しかも、これ取り組むと

なると数年がかりで、かなり時間もかかる内容だと思います。

それで川越市では、広報で平成 23 年４月 10 日以降、川合市長を初め、いろいろな

内容で基本条例については取り組んでいくというような姿勢を、たしか流していらっ

しゃったと思うんですよね。それから、勉強会も都合３回実施していて、市民も交え

て、私も２回ほど参加をさせていただきました。最終の勉強会が平成 23 年２月８日

で終わっていて、今 25 年 11月ですから、２年半ぐらい、それ以後、市民の側からは

ぷっつりと、その動向がうかがえないというか熱が冷めたのかどうかわりませんけれ

ども、今後どういう方向でいかれるのか、それもあわせてぜひお伺いをしたいと思い

まして、今日は出席しました。よろしくお願いします。

市長 自治基本条例の件につきましては、今、おっしゃられたとおり、平成 22 年、

23 年にかけていろいろ勉強会をやったりしました。もちろん今でも自治基本条例は

つくりたいと思っておりますが、なぜ途中でお休みをしているのかというと、やはり

自治基本条例というのは、つくるのは簡単、ある意味では理念条例ですから、条文を

添えて議会に通してもらえれば、それで形の上ではできるんですけれども、それが実

際に生きるような雰囲気というか、それなりの背景が盛り上がってこないと、つくっ

ても我が市は自治基本条例を持っていますよという、それだけに終わってしまいそう

な感じがして、じゃ、どうやってその市民の皆さん、あるいは議会の皆さんの間にそ

ういうムードを盛り上げていくのか、その辺についてちょっと考えあぐねているとい

う、そういうのが現状でございます。

今、市としては市制 100 周年に向けて、この次の期の総合計画の策定作業に取りか
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かったところなんですが、その総合計画の策定作業と並行して自治基本条例について

も、やや進め方としては緩やかではあるけれども進めていきたいなという、そういう

ふうに考えております。

意見 期待しています。

《交通安全対策、交通安全教育の徹底》

意見 私たちが住みなれた、こよなく愛する川越市は、大正 11 年に市制施行以来、

産業、経済、文化、観光等々、すさまじき発展を遂げ、引き続き平成 15 年には県内

他市に先駆けて中核市に昇格し、また、さかのぼって江戸時代には城下町とも栄え、

現在に至っても蔵造り町並みや川越まつりなど、魅力的、歴史的、文化的遺産が数多

く残り、近接のみならず国内各地から観光客が後を絶たず、実にすばらしい限りであ

ります。

ところで、この反面、我々川越市が一丸となって一刻も早く反省、改善すべき重大

問題があり、それこそ我々日常生活に密着し、かつまた人間の生命、人災の危機の重

大なる影響を及ぼす交通問題であります。

第１、歩行者について、皆さんご存じのとおり、ほとんど歩行者が道路交法に定め

られるところを守らずに左側を歩いているのがほとんどです。そしてまた、道路の真

ん中をお互いに話しながら平気で歩いているんですね。それから、横断歩道外の横断

が非常に多い。それから、交通信号を守らずに赤信号を渡っていると。皆さん、もう

恐らくご存じのとおりだと思います。

２つ目、自転車利用、これについてはまたひどいですね。まず交差点における自転

車道、左折、右折が全然なされていないこと。それから、夜間の無灯火、私の見る目

では恐らく８割が無灯火です。何であなたは無灯火と聞きますと、ライトが壊れちゃ

った。あるいはちょっとうっかりしていた。こんなような無責任きわまる答えが返っ

てくるんですね。

それから、自転車に乗って携帯利用、たばこを吸う人、これは本当に目に余る状態

だと思います。それから、最近ペットが多く飼われているので、自転車に乗ったまま

の犬の散歩にしてもまことに危ないですね。ちなみに、本年１月から９月までに、埼

玉県内で自転車による死亡事故ワースト第１位、33 人死亡、それから、これはけが

をした人 7,259 人、これはワースト４ですね、まことに不名誉な状態です。

次に、交通四悪を徹底してなくさなきゃいけない。スピード違反、飲酒運転、車間

安全距離違反、その他道路にとめてある違法駐車、迷惑駐車が非常に多いと。

このような交通違反をどうやって撲滅するかということですが、１つ、何と言って
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も幼児教育の徹底、わかりやすく絵に描いて、実例を挙げながら交通安全について頭

に入れていくと。これを実践しなきゃならないと思うんです。

２つ目、小・中・高・大学生に対しても年代順に、交通安全教育をやっていくと。

それから、成人教育、これは公民館、オアシス、あるいは市民の多く集まってくる場

所、それからタクシー会社等企業やその他老人ホームについて、警察が計画的に、継

続的に安全教育することを強く要請していくことだと思います。

それから、市役所職員が、各部局で２人ないし３人に毎日１組ずつ編成して、まち

を街頭活動して回るということです。それから、自治会に対しても、毎日２人ないし

３人を１組で編成して、交通安全を推進していただくということです。

川越市制施行 100 周年に向かって、川越警察が川越市民まちへ、より一層安全かつ

安心して幸せな生活ができ、真に川越に住んでいて最大の誇りのできるまちづくりを

目指す一方で、歴史的、文化的資産数多い我が川越にあこがれる観光客を、より一層

増大するためにも、今こそ川越市長が誠心かつ断固とした信念のもとに川越警察署、

川越交通安全協会に対し、強力な交通安全対策を推進するよう強く要請してもらいた

い。

川越市内全官公署に対する意識改革を促し、交通安全対策を強力に要請すること、

川越市民に対する交通安全教育を強力かつ継続的に推進することこそ、川越市制施行

100 周年を見据えたまちづくりを達成する最大の対策であると同時に、この社会から

悲惨なる交通死亡事故を絶滅できる最大の道であることを、心からかたく確信する次

第であります。

市長 大変詳細なご提言をいただきましてありがとうございます。

交通安全というのは、どのまちにとっても最大の市民生活への課題であるというふ

うに考えておりまして、川越はご承知かどうかわかりませんが、昨年の 12 月からこ

としの７月２日までだったかな、交通死亡事故ゼロの新記録をつくったんですが、そ

の直後に死亡事故が発生しまして、ばたばたとその後５件、今６件ですか、５件の死

亡事故ということで、短期間にいっぱい発生したものだから、県のほうから交通安全

対策特別地域として指定をされ、今、力を入れて交通安全に取り組んでいるところで

ございます。

それはともかくとしまして、いろいろご提言をいただいた中で、特に子供さんに対

する教育は学校とか、いろいろなところでやっているんですが、成人に対する交通安

全教育というのが、なかなかやる機会が少ないというふうに感じておりますので、そ

ういう面についてはもっとこれからも力を入れていきたいと考えます。
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市民部長 現在でも交通安全教育については進めているところでございますが、ご提

言のとおり、さらに充実する必要があるというふうに思っていますので、今後さらに

警察と交通安全協会とか、関係と連携を持ちまして取り組んでまいりたいと思います

ので、ご理解いただきたいと思います。

意見 今まで私は、交通問題について、市政の改善について市長さん宛に要望、意見

を出しました。ところが、回答が来ることは来るんですが、どういうふうに審査した

のか、申し上げた要望、意見はどういうふうに検討されているのか全然わからずにな

っているんですね。今回は、直接市長さんに申し上げましたので、何とか検討されて、

少しでも市政に反映されるようにやっていただきたいと思います。

市長 わかりました。

《旧鶴川座》

意見 旧鶴川座を大衆演劇場に転用したい企画を市に提出をしたところ、市が補助金

を出すには余りにも大衆的過ぎるという理由で却下されました。私どもの企画では、

市からの補助金を全く予定していなくて、あの立地条件で今の世の中の情勢からペイ

する施設は大衆演劇場以外ないとの見地から企画したわけですが、市には、旧鶴川座

の大家さんは蓮馨寺さんですので、その橋渡しだけお願いしたかったのですが、予想

もしていなかった理由で却下されました。

川越に住んで 37 年、川越も随分大きくさま変わりをして、小江戸川越として観光

に力を入れた市の施策は当たったと思います。しかしながら、決められた市のスペー

スで観光客だけを集客のもととするより、別の切り口から集客を考えた上での企画だ

ったわけですが。私自身、大衆演劇とは 20 年以上かかわっておりますから、以前か

らあの場所は大衆演劇場には最適と考えていて、このお話をいただいたときには一も

二もなくお引き受けいたしました。

それはそれとして、税金を払っている市民の一人として、今後、誰が、どのような

立案するかわかりませんが、市が補助をしなければ成り立たないような施設には許可

してほしくないし、また、大きく言えば川越市にお金が落ちて、少しでも税収につな

がれば市税も潤うし、その税金を市民のみんなで使えれば、我々も何らかの恩恵を受

け、より住みよいまちになるのではないかと思ったわけですが、市としては増税につ

ながり、それを市民に還元できるような、より住みよいまちづくりとはどういうふう

に考えているのかを伺いたいと思って参加を希望いたしました。

市長 観光もそうですけれども、例えば鶴川座が活用されて、あそこに人がいっぱい

入るようになって、あるいは周辺の商店も潤うという、そういうことになれば間接的
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に市の税収増には、なることは間違いないとは思います。ただ、鶴川座に関して若干

難しい面があるのは、あれは市のものではないという、蓮馨寺さんが、底地も上物も

持っているという状況の中で、市がどういうふうに関与できるか、どんなことができ

るかそういう点では難しい面が正直言ってあるんですよね。

意見 そうですね。ただ、あの地区が市の区画整理の中に入っているんで、市のオー

ケーがなければ蓮馨寺さんといえども自分の一存でどうこうできないということだ

ったんです。だから、まず市に伺って、市がオーケーすれば蓮馨寺さんはいいよとい

うようなことだったんで、市のほうから蓮馨寺さんのほうへ橋渡しだけしてくれませ

んかということを市にはお願いしたんです。ところが、補助金を出すには余りにも大

衆的過ぎるという意見で却下されたんです、その企画そのものを。

都市計画部長 昨年の調査の件だと思います。川越には皆さんご承知のとおり歴史的

に価値のある建物がたくさんあります。あそこの鶴川座を先進的な事例、モデルケー

スにして、今後どのようにまちとして保存していくのか、その中で市ができるところ

を見つけていくといった調査目的があります。

ご発言のとおり、民間のものだからというところもありますが、やはり歴史的なも

のというのは一般的な家と違いまして、専門的な建て方、あるいは材質とか、あるい

は専門的な技術を使ってどうしていくかという、さまざまにお金がかかることがあり

ます。ですから、個人の方にご負担していただくのでは、なかなか保存されていかな

いだろうと。なので、市としてどのようにサポートしていけるかといったところを今

後考えていきたい。考えていくときに鶴川座を例にしていきましょうといった考えで

す。

ですから、おっしゃるとおり、確かに民間でできるかもしれませんが、今後将来を

見渡したときに、ほかの建物も古くなっていく、老朽化していく、そのときに市とし

てどのようにサポートできるか、また、税収のお話もありましたけれども、やはり市

が全て負担していくのでは、税収が増える分、負担も必要と、そこのバランスをきち

んと考えていきたいといったところで考えたところです。ですから、民間だけで行う

というのではなく、市としてどうサポートしていけるのか、そういった調査だったん

です。

意見 その調査があったというのは知っています。その次の段階だったんです。

鶴川座を転用して、その次の段階、使用することそのものが、その維持管理につな

がるというようなことも企画書の中には入っていて、保存するだけだと市に負担がか

かり過ぎて絶対にペイしないんですね。それは例えば美術館にしろ、博物館にしろ、
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とてもじゃないけれどもペイしないです。市が補助しなかったら無理です。ですから、

あそこを大衆演劇場として転用すれば、劇場としての収入も上がりますし、収入が上

がればもちろんそれに対しての税金を市に納めるわけですから、税収増にもつながる

しというようなことを企画書ではきちんとうたって、なおかつその建物自体もこうい

う形にするので、絶対見ておかしなようなものはつくるつもりはないということも、

事細かく企画書では上げたんですけれども、それにもかかわらず、市が補助をするに

はという話だったので。

都市計画部長 おっしゃられている点は、恐らくあの施設をきちんときれいにして、

使えるようにしてからのお話ですね。

意見 そういうことです。箱をつくるんですが、つくる段階からきちんとどういう形

で箱をつくるかというところから企画を立てています。修繕ではなくては改装という

形で、中身から確実に使える、劇場として使えるというもので企画をしたんですね。

市民部長 申しわけないんですけれども、ちょっと長くなりますので、今の発言の趣

旨につきましては十分市側も理解しています。鶴川座につきましては市のほうも何ら

かの形で活用しようということで、中心市街地の活性化のために役立てようというふ

うに考えておりますので、これまでの建設的なご意見につきましてはじっくりと都市

計画部とお話ししていただければというふうに思います。

都市計画部長 よろしくお願いいたします。

《子どもを遊ばせる施設、都市計画》

意見 市内の郊外の各所にも大型ショッピングセンターができていて、これは各地域

の発展のため必要とするところだと思います。ただ、子供を遊ばせたりしながらの買

い物ができる利便性が低くて、雨の日は特にわざわざ私も車を走らせて隣接する市に

買い物に出かけたりしております。そこには有料でありながら、子供を遊ばせる施設

があったり、子供を存分に遊ばせて満足をさせてから、ゆっくりと買い物ができる、

そんな環境が整っています。私はそんな施設ができることを望んでいます。既存の事

業者に働きかけていただいて、早期実現を目指すか、または今後の都市開発の中での

展望としていただくか、それはご判断になるかと思いますが、将来は川越市の人口の

減少が懸念されておりますので、若い世代の人口増加を図るためにも、ぜひご検討を

進めていただきたいと思います。

ただ、私はこのような不便性を感じながらも、川越のまちは大好きです。現在、文

化歴史集積地とする場所に住まいを建築しております。近年市内も大分地価が上が

り、住宅取得も私たちの年代の者には容易なものではなくなっております。少し駅か
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ら離れてでも川越に住みたいと土地を探しておりましたが、空いている土地が見つか

っても建蔽率や容積率も都市計画における諸条件が厳しくて、現代の核家族が暮らせ

るに十分な面積を取得しようとすると、中心部から外れても住宅取得に係る経済的な

負担はなかなか大きいものでした。これらの条件の緩和も若い世代の住宅取得の後押

しをしてくれる必要な決断ではないかと思っております。

後世を受け継ぐ人がいないと、観光地としての魅力も維持も難しくなってきます。

文化、歴史を守ってきた人々、その地域に住まう方も高齢化が進んでいるように思い

ます。新しい時代に生きる人々の生活要件が市内で完結できること。そして、それと

並んで歴史を受け継ぐまちの形成が、今後もスムーズに進んでいくことを願っており

ます。

市長 ありがとうございます。

産業観光部長 旧市街地は、なかなか大型商業施設が建てられるような土地を確保す

るということは、まず難しいということが１点あると思います。

それから、今お聞きした中で感じたのは、商業機能、食等の物販だけじゃなくて、

そこで子供を遊ばせられたり、にぎわい交流的なものがあったり、そういったほかの

機能を合わせ持った施設を望んでいらっしゃるというように受けとめました。そうい

う施設を旧市街地に建てるということ、新たに増設するということはなかなか市の土

地の状況から見て、それは難しいことかなとは思いますが、今、川越駅西口のほうに

県と市の共同事業で西部地域振興ふれあい拠点施設というのは建設が予定されてい

ますけれども、その中に民間のにぎわい施設というのが入ってきます。民間のにぎわ

い施設が、その中ではいろいろな機能を持ったにぎわい施設になるように計画されて

いるようですので、少し期待してもらえるといいかなというふうに思っています。

意見 すみません、ちょっとお話が２本になってしまったんですけれども、私は、旧

市街地に大型ショッピングセンターの施設を設けていただきたいのではなくて、ショ

ッピングセンター、子供を遊ばせる施設というのは、市外の郊外のほうでもよいと思

っております。ただ、今回の私の住宅取得とあわせて、今回のその土地の取得に関し

て、旧市街地の土地の取得と、あとは１つ離れたところで駅から 10 分、15 分離れた

ようなところですか、そこで土地を取得しようとしてもなかなか建蔽率、容積率の問

題で希望の土地がかなわなかったというのがございます。例えば 30 坪の土地を購入

しましたとしても、旧市街地であれば 60 坪でしょうか、容積率の関係で理論上です

けれども、建てることができるかと思うんですが、野田町ですとか、ちょっと駅から

近くていいなと思うようなところでも建蔽率が 50％、容積率が 80％というようなこ
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とで、大変厳しい都市計画を持っていらっしゃるんだなというふうに感じたところで

す。そこを緩和していただけませんかというところのお話でございます。

都市計画部長 都市計画のお話だと思います。用途ですとか建蔽率、確かにその土地

のところで見ると緩やかだったり厳しかったりします。ですが、都市計画というのは

どうしてもまち全体を見渡したときのそれぞれの配置、あるいはそこに住まわれたと

きの方が使っていることによる都市に対する負荷ですね、具体的に要は下水道とか道

路の舗装だとか、こういったところの公共施設をどうやっていくのかというところも

あわせて、全体でどうやっていくのかの中にあります。ですから、例えば駅の近くだ

と商業を持ってきましょうねですとか、そのもうちょっと遠いその周りには住宅を持

ってきましょうねと、全体見渡したときの規制が関係してきますので、どうしてもや

はりその土地、土地で見ると厳しいところはあると思います。ただ、全体を見た計画

というところをご理解いただきたいということです。どのようなところに、それがあ

るのかというのは都市計画マスタープランで、ちょっと専門的になってしまうんです

けれども、そういったところで市で示し、また、皆様からご意見いただきながら定期

的につくっています。そういったところで、そのまちの中の建蔽率や容積率、公共施

設どうしましょうですとかいうところを決めていますので、そういったところをご理

解いただけるとありがいたいと考えております。

意見 ありがとうございました。

《国際交流活動》

意見 川越市制 100 周年を見据えたまちづくりということで、私のビジョンは、小江

戸川越、国際交流都市化計画というビジョンです。世界中の誰もが住んでみたい、暮

らしてみたい、そして、遊びに行ってみたいと思える、すてきなまちづくり。私はこ

れまで世界中を旅してまいりました。ふるさと川越に戻ってきてから、川越市内の国

際交流イベントに参加してまいりました。先日行われました蓮馨寺及び蔵造り一番街

で行われました国際交流フェスタや川越唐人揃え、国際交流パレードなど、秋の風物

詩ともなりつつある川越のイベントをご存じの方もいらっしゃるかと思います。

また、川越市内には４つの大学がありまして、アジア各地中心に 1,000 名余りの留

学生の若者たちが、この川越市内で学んでおりますが、そういった若者たち、留学生

ともこれまで交流活動を続けてまいりました。

７年後になります 2020 年、東京オリンピックの川越開催も決まり、川越市民は今、

大変盛り上がっているところでございますが、実際、国際交流活動を８年、９年と続

けてきた実感といたしましては、まだまだ川越市内におきまして、外国人の受け入れ
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だとか国際交流活動は、まだまだ活発でない状況であるというのが現状だと思いま

す。これから 100周年に向けて、少子高齢化、人口減という問題がますます加速して

いく中で、これから外国人及び若い人たちとうまくつき合い、人口を維持していく、

まちの活力を維持していくということが必要になって、ますます必要になっていくも

のではないかと強く感じております。

一例といたしまして、例えば川越市内で学んでいる若者たち、留学生たちをうまく

活用して、卒業して、自分たちの国に戻すのではなくて、この川越市内で何か就労に

結びつけて外国人の在住及び外国人観光客も増えてまいりましたが、そういった観光

事業のサポートに、ぜひ外国人の力をうまく活用させて、まちを活性化させていくこ

とも大いに必要だと思います。

今の若い人たち、留学生たちも非常にインターネットなどを駆使した発信力にすぐ

れております。この川越というすばらしいまちの魅力を日本全国、そして、世界各地

にインターネットなどを駆使して発信して、川越ファンを増やす、多くの人から愛さ

れる、応援してもらえるようなまちづくりをこれからも続けていけるのではないかと

私は大きく期待をしております。

そういった中で、川越市の中でこの国際交流ビジョンというか国際交流都市化計画

みたいなものが、今どの程度進んでいるのか市民として素直に伺ってみたいと思い、

参加しましたので、よろしくお願いいたします。

文化スポーツ部長 今、おっしゃられるとおり、11 月 10 日に蓮馨寺を中心に、かわ

ごえ国際交流フェスタという催し物がありました。これは市のほうでお手伝いしてい

るフェスティバルの一つでございます。川越市には約 4,000 名の外国籍の市民の方々

が住んでおり、その方々の何人かに会議を開いていただいて、住みよい、外国人が住

みやすい川越にするためにいろいろな会議を、意見を聞いております。また、アンケ

ートもその方々4,000 人を対象にとらせていただいたことがございます。

その中で出てきているのが、いわゆる観光資源、川越市は豊富なんですが、まだま

だ例えば中国だとか東南アジアの方々とか、紹介されていないというか行き届いてい

ないということがあると、ぜひうちの母国にも紹介して、母国の人たちが川越に訪れ

てほしいという要望がありますが、５カ国語ぐらいの市民ガイドブックをつくってお

り、ホームページも充実させる予定なんですが、なかなかそこまで進んでいないのが

実情です。

いろいろな国の方々がいますので、今後もそういう方々、外国籍の出身の方々の力

をかりながら、ホームページ等で増やしていきたいということともに、お祭り、交流
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のお祭りとか、肌と肌とが触れるお祭り等はやっていきたいというふうに考えており

ます。計画については、第三次川越市国際化基本計画、こういう計画を立ててやって

いる状況でございます。

意見 大いに期待していますので、これからも国際交流よろしくお願いいたします。

《福祉避難所》

意見 私は聴覚に障害があります。川越市聴覚障害者協会の活動もしております。福

祉のために提案をさせていただきます。

川越市の中に手話通訳のできる職員が１名おります。市役所に聴覚障害者が行った

ときに手話で会話ができるようになったことは、本当にありがたいと思っています。

今日お伺いしたいのは、災害が起きたときに、今はもういつ災害が来るかわからな

い、そういった時期になっております。六、七年前から聴覚障害者対応の福祉避難所

について設置を要望してまいりました。市内に３カ所、手話通訳のできる職員、相談

員が設置できるような避難所についての案が一時は決まっておりましたが、３・11

東日本大震災の後、その案が白紙に戻されました。

国から障害に合わせた福祉避難所を建てるようにという通達が出されています。東

日本大震災が起きたときに、障害者も、高齢者も、子供もいました。そういった人た

ちが安心して避難できるような場所というのが必要です。聞こえない人に、情報が入

らないことがないようにコミュニケーションがとれる、自分の言葉を手話で会話をす

ることができる、そういった要望を聞こえない人たちは持っています。

東日本大震災が起きたとき、ＮＨＫの調べでは、障害を持っている人の死亡率が、

健常者に比べて２倍でした。そういった状況があります。災害や津波の放送が聞こえ

ないために逃げおくれたという状況があります。

川越でも水害があるかもしれません。そういったときの放送の内容、避難情報など

や、自主的に避難したときに自分でお話ししたり、話がしたいときに話のできる、そ

ういった安心した避難所が決まりかけていたのになくなってしまったということは、

市として本当にそういうことができるのか。障害を持っている人も持っていない人も

災害のときに安心して避難できるような、そういった体制づくりをしていただきたい

と思っております。

総務部長 今お話がありました福祉避難所の関係で、聴覚障害者の方のための避難所

ということの話は担当のほうから伺っております。いろいろな意味で東日本大震災を

受けて、障害のある方についての避難所ということで、マスコミ等でも取り上げられ

て課題であるというふうな認識は私たちのほうでも持っております。
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現状を申し上げますと、川越市では、現在福祉避難所の指定を特にしておりません。

全国的な動きとしましても、障害のある方のための施設を避難所として指定するとい

う流れになっておりまして、川越市でも具体的に場所を申し上げますと、特別支援学

校であるとか塙保己一学園であるとかを対象にした、福祉避難所の指定というのを現

在進めてございます。また、今お話のありましたように高齢者の方、それから、その

ほかの障害をお持ちの方のためには、一般の避難所ではどうしても対応ができません

ので、そういった福祉施設を対象として福祉避難所として指定を今後していきたいと

いうふうに考えております。

そういった中で、今お話のあった聴覚障害のある方につきましても、現状そこで手

話通訳の方を派遣するということが可能であれば一番よろしいわけですけれども、対

応できる手話通訳の方を巡回させるとか、聴覚障害のある方に対して安心できる、不

安感を抱かれないような対応につきまして現在検討させていただいておりまして、担

当の障害者福祉課、福祉部関係、また福祉施設関係のほうとも、お話をさせていただ

いております。今すぐにでも災害が起きる可能性というのは否めないのが事実でござ

いますが、そういった手順で順次進めております。

今、あわせまして地域防災計画の見直しというのをやっておりまして、その見直し

をいたしました際に、そういった福祉避難所の指定が今後近いうちにできるように

今、準備を進めているという状況でございますので、どうぞご理解いただきたいと思

います。

市長 避難所、避難指示等の伝達方法については、今、川越市の現状はかなり改善す

べき余地があるというか、そういう点があるというふうに考えておりますので、障害

を持った人たちも含めて、避難等の情報であるとか指示を伝える方法については、今

後十分検討して改善していきたいというふうに考えています。

意見 ありがとうございます。障害に合わせた対応ができるようなると、私たちも安

心できますので、よろしくお願いいたします。ありがとうございました。

《防災計画の周知、観光産業》

意見 住み続けたいまち、住んでみたいまちということで考えてみました。やはり安

全・安心、そして、楽しく活気あるまちが想像されます。安全・安心というのは、私

は、巨大地震、大自然災害に対してもう一回考えてみたいなと思っております。

川越の地震の記録をたどってみたんですね。そうしたら 364 年前、それから 222 年

前、マグニチュード６ないし７の大地震が起きているんですね。そのときは 700 戸が

倒壊し、50 人が亡くなっているんですよね。



- 14 -

東日本大震災が発生して以来、余震が続いています。それから、福島原発の放射能

汚染、巨大化する台風、大洪水、今まで経験のなかった竜巻が起こって、一瞬にして

まちを潰しております。その上、東京湾の直下型地震の問題、さらに南海トラフ広域

地震の問題が騒がれております。

川越市は年々観光客が増えてきているわけですね。蔵のまちを歩いてみまして、そ

の避難の誘導の看板が見当たらなかったんですよね。まちには大勢の観光客が集中し

ているわけですね。そういう方に対して、今ある防災計画で全部カバーし切れるのか。

これについて、もう一度再検討していただきたいなと考えております。

その考えていただいた結果を市のホームページでもちろん公開していただくこと

が必要なんですけれども、ホームページを読んで理解されている方たちはどのぐらい

いるのかと。できたら、いざ災害のときに、これがどれだけ役立つのかということに

ついてのことを十分考えていただく必要があるんじゃないかなと思います。市民の

方々に周知徹底していただき、必要があれば避難の実地訓練、とにかく１年に１回で

なくて、２回、３回やって、障害者もお年寄りも安心して避難できるというものをつ

くっていただきたいなというのが第１点目でございます。

それから、第２点目の楽しく活気あるまちをつくってもらいたいということです

ね。川越は観光資源に非常に恵まれているわけですね。ですから、観光産業を今いろ

いろ市並びに関係者の方々が大変努力して、新しいイベントを含めてスケジュールを

展開してやっております。その結果、昨年は何と 620 万人の観光客が誘致できた。そ

れで、その方々のお金を落としていただいたのが 92 億円という数字が上がっており

ます。これを、10 年後の 100 周年を目指して、何とか 1,000 万人まで増やして、そ

してなお、売り上げは３倍の 300 億円を目指していただくと。これは観光業というの

は労働集約型産業なんで、非常に新規雇用が創出できると。この 300 億売り上げを上

げることによって、この関係している公的機関、民間関係の業界は何と 3,000 から

4,000 人の新規雇用が期待できるんじゃないかということを申し上げたいと思いま

す。

川越に観光客の方が滞在する時間って、大体二、三時間で、ぱあっと帰ってしまう。

この方を何とかやっぱりもっと１日に滞在時間を延ばしてもらう、あるいは１泊２日

に、そういうふうな非常に魅力あるスケジュールをつくって、それをどんどん実行し

ていくと。これができれば、その成果は上がるんじゃないかと。

ハウステンボスという会社がありますよね。これが今まで非常に不況で悩んでいま

したけど、これを見事に大変好況に持ち直しました。この計画を見ると、非常にワク
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ワク、ウキウキするんですよね。すばらしいアイデアがいっぱいあるんですね。そう

いうものもたまには、川越には参考になるようなものがあるんじゃないかと、こうい

うことですよね。

さらに、オリンピックの川越ゴルフ場をお使いになるという話も聞いていますん

で、これは海外のＰＲで大いに聞かれるんじゃないかと、こう思っております。こう

いうものがうまくアレンジできれば、この実現があろうかと思います。

最後に、仮に 1,000 万人のお客さんから、例えば１人当たり 100 円余計にお金を落

としてもらうというスケジュールがうまく組めれば、そこに 10 億円の予算が本当に

できるわけですね。昨年は数億円ぐらいの観光収入があったみたいだと思うんですけ

れども、これを 10 億円にすると、あるいはこれを 20 億円にするということもやり方

いかんではできるんじゃないかと、うまくできれば、ますます活気のあるまちが生ま

れてくるんじゃないかと思います。

市長 どうもありがとうございます。

防災に関しては、おっしゃられたとおり、今、防災計画の見直しをやっているんで

すが、計画をつくっても、それを市民の方にまず知ってもらわなきゃならない。周知

しなければならない。それから、その後、計画に基づいてスムーズに事が運ぶように

訓練もしなきゃならない。そういう点に力を入れていかなければならないということ

は、十分考えております。今、観光面についてもご提言いただいたことは、まことに

そのとおりだというふうに思いますので、努力していきたいというふうに思います。

意見 ありがとうございました。

《川越の農業》

意見 「市制 100周年を見据えたまちづくり」といったことで、私がご提案したテー

マというのは「農業を川越の成長産業にしよう」、「施設園芸で地域ブランド、小江戸

川越野菜の創設を目指す」ということで、まちづくりを考えました。

実は、この内容というのは現在の第３次川越市総合計画後期基本計画には、この内

容は実は組み込まれているんです。農業の振興ということで、小江戸川越重点戦略の

一つには、活力と魅力あふれるまちづくり宣言、それで、この中に埼玉県南西部地域

の拠点都市としての機能の向上と活気ある産業の振興を図る施策の推進といった項

目がありまして、それで農業の振興という項目の細目の中に、園芸特産振興というの

が上がっております。ただ、これがどのように進んでいるかということが非常に見え

ていないといったことで、具体的な戦略としてご提案をさせていただきたいと。

現状と課題ということで、首都圏という立地条件というところで恵まれているとい
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うことで、いろいろな対象に、地理的な有利な条件の位置にあるといったことが書か

れているんですが、この事業の立地といったときには、地図上の場所が問題なのでは

なくて、誰を相手に、何を売るかといったことが重要なポイントになると思うんです。

ただ、地理的にどこにあるから有利だと、そんなことではないんですね。ということ

で考えると、今この農業の振興を考えたときに、誰に、何を売るかということが漠然

としていて何も見えていないと。川越市の産業といったときに、何が代表するか、観

光都市川越というのは、かなり認知度が高くなってきていると思うんですが、川越の

産業といったときに「何ですか」と言われたときに、頭に浮かんでくるものがない。

市制 100 周年を迎えるに当たって、地元の地域の活性化に結びつく産業が必要である

というふうに考えております。この基本計画で掲げているように農商工バランスがと

れた産業構造だといったことではありますが、基本的には特色がない産業構造だとい

ったことなんですね。

それで、私とすれば今の国の政策という方向性といったことを考えると、やはり農

業といったことに、農業を川越の成長産業にしましょうということで考えていくべき

だと。誰を相手に、何を売るかといったことで、今の川越の農業を考えますと、やは

り大半は野菜をつくっておられる方が非常に多いといったことで進んでおります。農

業のほうではよく地産地消といったことで、地元でつくったものは地元で消費して、

それを循環させていこうといったことが考えられているんですが、やはりここでは地

理的な有利な条件を、さらに付加していくといったことで、私は地産都消といったこ

とで、川越でつくったものを都に売りに行こうといったことで、方向を東京都に住ん

でいる人にターゲットを絞って、川越の野菜を売っていこうといったことを考えるべ

きでないか。観光都市といったことで川越のネームバリューも相当数上がっておりま

す。野菜といえば、例えば鎌倉野菜ですとか、そういった地域のブランドといったこ

とあります。小江戸川越野菜ブランドの創設と地産都消戦略といったことで考えてい

くといいと思います。

なぜ施設園芸か、これは最近、注目を集めておる植物工場といったものも当然に含

まれる内容です。ただ、完全密封された植物工場というのは、やはり資金的にも大変

ですから、ちょっと大型の温室といったことで考えればいいかなというふうに思って

おります。なぜ施設園芸がいいかというと、この内容はシステム化できると、仕事の

内容が見えるといったことなんですね。養液栽培、水耕栽培といったような内容です

ので、具体的にどんな作業項目があって、それがどんな程度の経験が必要で、どのく

らい重要な作業かといったことがマニュアル化できるんです。そうすると、農業が誰
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でも従事できるわけで、普通の職業になってくるんです。なぜ農業に担い手が見つか

らないというと、土を使った農業ですと、非常に気象ですとか土壌の質ですとか、そ

ういった科学的な能力がないと、はっきり言って達人になるには相当数かかって、普

通の人ではなかなか参入できないんです。そういった中で、こうした施設園芸といっ

たものについては、そういった仕事のマニュアル化ができるといったことで、普通の

職業に変わっていく可能性があるといったことで施設園芸を提案しております。

今、社会的な趨勢として、農業においては規制緩和していくことが方向性となって

おります。それによって大企業が間もなく参入してくるのは見えてきております。そ

ういったことに対抗するためにも、地元でそういった生産者から消費者に直接つなが

った生産地をつくり上げることが必要で、農業の組織化が必要といったことが出てお

ります。農業の振興について個人としての農業で捉えるんでなくて、法人としての農

業を捉えてもらいたいというふうに考えております。

産業観光部長 現在のやり方では農業というのは先細りになっていくことは否めな

いところだと思います。これまでの農業はどちらかといいますと家族経営的で、昔か

らの経験や勘に頼ってやっていたものですから、なかなか気候の関係ですとか、そう

いうことで計画どおりなものはつくれないとか、そういったことがあって、農業もシ

ステム化して施設園芸のほうにシフトしていこうという考えもよくわかります。そう

した場合に、１つ問題なのは、施設園芸にはお金が必要だということが１つあると思

います。

そこで、今おっしゃられた農業の組織化というお話が出ました。１人でやると難し

いんで、みんなで出し合って、まとめて効率的な運営をしていけば、その辺も何とか

なるんじゃないかというようなことだと思います。私もそのように考えます。そのた

めに１つというか、問題なのが、農業者の土地に対する意識ですね。この辺の改革が

なかなか難しいところで、これが一番進まないところの原因かなと思っております。

その辺を実際の生産者、農業者と話し合いを進めながら、このままではいけないとい

うことで、どう集団化、集約化していくかということを研究していきたいと思います

ので、よろしくお願いしたいと思います。

意見 ありがとうございました。認識的には私も全く同じですので、ぜひ個人的にも

協力できるものはしていきたいなというふうに考えております。よろしくお願いいた

します。

《禁煙条例、ごみの焼却、オリンピック出場選手の育成、オリンピックを活用した知名

度の向上》
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意見 子供が住みやすいとか健康に育つまちづくりをしていただきたいということ

で、お話をさせていただきたいと思います。

まず、禁煙条例の実施を数年前にしています。今クレアモールのところと蔵造りの

ところは全面禁煙ということなんですけれども、実際に歩いてみると、たばこのにお

いがプンプンしてくるわけですね。指定場所というのがあるんですけれども、例えば

川越、本川越の駅前のたばこを吸っていい指定場所はスクランブル交差点の横にある

んで、結局あそこで待っていると、たばこの煙が来るということなので、喫煙場所に

関しては囲ってもらうというか、そういったスペースで、つくっていただきたいなと

いうふうに思います。私も小さな１歳の子供がいるので、一緒に歩いて散歩するとき

ちょっと気になるので、ぜひそうしていただきたいと思います。

クレアモールを歩いてにおいがするというのは、飲食店とかで喫煙が可ということ

なんですね。ファミリーレストランとかにも入っても、時間帯によっては禁煙の時間

とかもありますけれども、夜になると分煙になり、この分煙もきちんと別に仕切られ

たスペースでないので、やっぱり煙が来てということで、若い夫婦はそんなところを

敬遠しているところもあるかもしれないということ、それから、スーパーに買い物に

行ったときにも、スーパーの入り口とかにそんな喫煙のスペースがありますので、こ

ういったのも、ちょっとどかしてもらいたいということで、今、神奈川県は徹底した

数値というのを出しながらやっていますので、健康増進ということもありますので、

ぜひ喫煙、禁煙の条例をさらに強化していただきたいというのが１点です。

それから、結構市内で、自分のところでごみを燃やしているところがあるようで、

この１階に入ってくるときにもにおいがしました。市のごみの捨て方も見ると、習慣

上、風習上、しようがないものは燃やしていいというふうになっているんですけれど

も、市街地に住んでいると、朝から燃やしているにおいがしてきますので、そういっ

たところで、もう一回ごみの燃やし方、出し方というのを見直していただきたいなと

いうのが２点目です。

それから、ちょっと具体的な話になってしまうんですけれども、これからの子供が

大きくなって学校に通う中で、小学校とか中学校というのは比較的住宅街の中につく

られていると思います。幹線道路沿いにあるところも、幹線道路に向かって校舎があ

るので、校庭は幹線道路に接してはいないんですけれども、具体的になっちゃうんで

すけれども、月越小学校の前ですね、ちょうど日高線のところが交差点になって、こ

の幹線道路沿いに向けて校庭があるので、やっぱりそこで子供が遊ぶのは、やっぱり

排気ガスとかの影響があるんじゃないかなということで懸念をしているので、校庭を
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動かすとかというのは難しいかもしれないんですけれども、何か対策をしていただけ

ればなというふうに思います。

それから、100周年の前に先ほども何点かオリンピックの話がありましたけれども、

霞ヶ関のゴルフ倶楽部でオリンピックが 2020 年に開催されるということで、ゴルフ

が 16 年のリオデジャネイロから正式な競技になるわけですけれども、せっかく川越

でやるので、７年後になりますから、今の例えば中学生とか高校生が、もしかしたら

ゴルフに出られるかもしれないということで、そういったオリンピック、地元でやる

競技に出られればやっぱり川越市の知名度も上げられると思いますので、そういった

スポーツ面での将来オリンピックに出場する選手の育成というところも、ぜひ取り組

んでいただきたいと、こういうふうに思います。

それから、小江戸川越ということで、私ずっと川越に 30 年ぐらい住んでいて、転

勤でいろいろなところへ行くというと、「川越出身です」と言うと、返ってくるのが

「小京都ですよね」というふうに戻されるんですね。まさかのやっぱり枕言葉の川越

というのを小江戸というのは、ちょっとやはり全国的には、川越という自体は地名度

高いのかもしれないんですけれども、小江戸というのがやっぱりまだちょっと弱いの

かなというふうに思いますので、オリンピックで霞ヶ関でやるので、ぜひ霞ヶ関ゴル

フカンツリー倶楽部の頭に「小江戸川越霞ヶ関カンツリー倶楽部」といったようにや

っていただければ、世界のマスコミに対して、メディアに対しても発信して、川越の

知名度を上げていけると思いますので、ぜひそういったこともオリンピック対策の中

でひとつ考えていただければと思います。

環境部長 喫煙の問題と、それから、ごみの焼却の問題がございましたけれども、川

越市では 19 年４月に条例をつくりました。環境部でつくったわけですけれども、題

名が「歩行喫煙防止」というふうなので、路上で喫煙したときの吸い殻ポイ捨ての問

題、ごみになるという点、それから火災が起きる可能性。もう一つは、歩きながらた

ばこを吸っていると、ちょうど手の位置が子供の目線になるということで、子供への

やけどの問題ですとか、衣類への問題があるということでつくっています。お話にあ

った神奈川県の条例だと、今度は施設の関係も、全面禁煙とかの話もあるんだと思う

んですけれども、川越の場合には、今のそういう路上喫煙の問題として、条例をつく

っているということで、お話しいただいた条例とちょっとタイプが違っているかな。

先ほどの条例の中で、今、ご案内のように駅の周辺等人の多いところは禁煙となっ

ています。条例をつくった前後で実態調査もやっていますし、人を配置して、条例の

周知、徹底を努力しているところです。
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今ご提案になりました喫煙ルームというものができれば、完全に吸わない人と分離

できる。当初検討したんですけれども、ほかの事例でもやっぱり喫煙ルームを設置す

ると、結構設置費と維持管理費がかかるということで、川越ではなかなか難しいとい

うことで、今みたいな形態でできるだけ吸わない方と分けられるように、植込みとか

で囲って、そういうところを利用していくというのが実態でございます。

２点目のごみの焼却については、ダイオキシンの問題が出たときに、ごみを焼却す

るとダイオキシンが発生するということで、ごみの焼却についてはやらないでいただ

きたいというＰＲもしていますし、指導もしています。ご家庭で燃やす場合、それか

ら業者が燃やしているとか、農業系が燃やしているとか、それぞれの場合があります

ので、それぞれそういう分野を担当しているところが行って指導しているということ

です。

政策財政部長 選手としての人材の育成につきましては、現在、霞ヶ関カンツリー倶

楽部さんのご協力をいただきまして、ジュニアゴルフ教室というのをやっておりま

す。小学校４年生から高校生を対象にして行っておりますので、引き続き、これらを

通しまして人材の育成に努めてまいりたいと思っております。

《川越駅周辺における駐輪場、自転車レーン、コミュニティサイクル、スクールゾーン

の標識、北環状線の進捗状況》

意見 自転車についてなんですけれども、川越駅周辺における駐輪場が不足している

ように感じます。例えば、週末の午後から駐輪場を利用しようとすると満車のときが

ありました。

それと、本川越駅から川越駅にかけて自転車専用レーンというものが整備されてい

ますが、実際に走ってみますと、路肩に路上駐車等があり、自転車専用レーンの意味

が薄くなってしまっています。自転車側から見ますと、結局は自転車が車道に出なく

てはならず、危険な状態となっています。

そして、コミュニティサイクルというのがございますけれども、これが登録制や料

金の支払い等のシステムが多少わかりづらいため、市外からの来訪者や観光客の皆様

が利用しづらいのではないでしょうか。もっとシンプルに従来のレンタサイクルのよ

うに気軽に利用できるようなシステムになれば、利用者が増えるのではないでしょう

か。

あと、自動車の目線から見ますと、通学路、朝のですね、通勤ラッシュのときの自

動車の通勤している方がいるとは思うんですけれども、学校の付近における通学路の

時間帯、交通規制の道路が標識だけではわかりづらくて、ドライバーの中には違反を
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していても自分が違反をしているというふうに気づかない方もいらっしゃると思い

ます。

そして、もう１点が、長らく工事が行われております川越北環状道路、この工事の

進捗状況をお聞かせ願いたいと思います。

市民部長 駐輪場対策については、川越駅東口、西口両方あわせてのことですか、東

口ですか。

意見 西口ですね。

市民部長 西口につきましては現在２つの駐輪場がございまして、両方で約 2,500 台

ぐらい駐輪場がございます。そのほかに昔の商業のテニスコートの跡地、跡地って裏

ですね、そこに 4,000 台規模の駐輪場がございます。この 4,000 台規模の駐輪場につ

きましては、平日でも休日でも 2,000 台程度まだ空いてございますので、できればそ

ういうところを利用していただければというふうに思います。それとあと、西口の、

昔の丸井から来た踏切を渡ったところに駐輪場が１つございますけれども、その脇

に、もう一つ駐輪場を新たに設ける予定で今現在、整備を行っておりまして、来年度

1,000 台規模の駐輪場ができます。それで、川越駅西口につきましては、現在放置自

転車区域に指定されておりませんが、来年１月から放置自転車区域に指定して放置自

転車対策をとっていきたいと考えております。

通学路のスクールゾーンの問題だと思いますが、ローマ字標示で書いてございま

す。たまに警察官もそこに張りついて指導しているところでございますが、やはり私

が実際に担当でもわからない看板がございますので、もうちょっとわかりやすいよう

な形で周知を図っていきたいなと思っております。

都市計画部長 コミュニティサイクルの件です。確かにご指摘のとおり来訪者、観光

客に使われるという目的もございます。ただ、レンタサイクルと違うのが、そのとき

使う人が、みんなで使おうという考えです。つまりレンタサイクルのように１日その

自転車を使って回るというのではなくて、あるところに１回使うですとか、ちょっと

の間使うという、その少ない自転車をみんなで回しながら使うというのがコミュニテ

ィサイクルなので、そういったところから料金設定、使いやすい料金設定を考えなが

らしていますし、また、支払いの件はどうしてもお金を入れると、そこにお金があっ

て管理の問題が出ますね。ちょっと使い勝手が悪いところもあるんですけれども、そ

ういったところもなかなか難しいところがありまして、設定しているというところが

ございます。

市長 北環状線については、本来で言ったら、もうそろそろできてなきゃいけないは
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ずなんですけれども、計画が若干おくれて、今の予定では、28 年度中にはあそこの

陸橋部分、県道日高線のところがきちんとでき上がってつながるという、そういう予

定です。ただ、あれは県のやっている事業ですので、いろいろお願いはしているんで

すが、向こうは向こうのいろいろな事情があって、そういう現状になっているという

ところです。

《駐輪場、路上喫煙》

意見 私は今、新河岸駅のほうを利用しているんですが、知っている方は知っている

と思うんですけれども、平日午後、大体平均で 100 台ぐらいの自転車が放置されてお

ります。午前中ですと、シルバー人材の方がかなり徹底した指導をしてくれるおかげ

もあり、ほとんどないんですけれども、午後になると、この方々がいなくなり、１台、

２台、あっという間に 10台、20台、本当にあっという間に 100 台。

先週の日曜日、私、数えたんですが、300 台ありました。その道路に車が通ろうと

すると、人が通るスペースすらない、そんな状況です。そういうところに小さな子供

を連れたお母さんが通る、もう非常に危険。何でこんなことがいつまでも放置されて

いるのか信じられません。ちなみに、トラックで週に４回ぐらい積んで、いろいろ対

策をやっている現状があるんですが、一向に改善されていないのが現実です。今日も

約 100 台とまっていました。私は毎日のように利用するので、わかるんですが、いつ

もそのような現状です。

それと、25 年度予算でこの放置自転車対策で年間 6,336 万円の予算が組まれてい

ます。この予算の使い方なんですが、先ほどちょっと川越市の駐輪場の話がありまし

た。私、全部調べたんですけれども、１カ月 1,000 円でとめられる月極契約等あり、

そちらのほうは現在、募集が毎月一度あって、５人、５台の利用者に対して 150人近

い申込者が殺到しているんですよ。

先ほどの話の中に 2,000 台余り余裕があるとおっしゃいましたが、ここは恐らく

1,000 円等で置けるような状態ではなく、１日 100 円とか 150 円とか、この１カ月

1,000 円で置ける川越市の駐輪場が新河岸駅になりますと、どういうわけか１カ月

2,500 円という数字に化るんですね。新河岸駅周辺には昔から駐輪場をやっている小

さなそういう場所が多くて、いろんな問題があり、1,000 円という格安設定ができな

い。あと、２カ所の無料駐輪場があり、そちらはもう考えられないような自転車の数

が、もうあふれていまして、シルバー人材の方ももういっぱいいっぱいで本当に困る。

もうあんな状態の場所があるんであれば、いっそのこと少しでもお金を取って、しっ

かりと川越市で管理できる、ちゃんとしたものをつくってもらえないか。
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また、そこでは盗難事件とか多発しておりまして、私もその１人なんですが、警察

のほうに訴えても、なかなか市のほうでもいろいろやっているとは思うんですが、実

際問題解決しないのが現実です。私は今年に入って３回いろいろな被害に遭っていま

す。無料だから仕方がないという、入り口のほうにも書いてあるんですが、余りにも

何か無責任な、やり方がどうなのかな。もっとこっちは別にちゃんとした施設があれ

ば利用したい、川越市にも、新河岸駅にもありますが、余りにも何で川越が 1,000 円

で新河岸が 2,500 円なんですか。この辺の違いをちょっと私なりには納得ができない

なと思って。

あと、路上喫煙の件に関して、特に駅周辺のほうはいまだに夜なんて平気で捨てる

人が大勢います。毎日必ず１人は見かけます。本当はもっと周知活動を徹底してもら

いたい。

市民部長 まず最初に、放置自転車の問題でございます。

実際に新河岸につきましては、平成 25 年度から置き方指導ということでシルバー

人材センターの方、１時間延長させていただきました。ただ、やはりいるときはいい

んですけれども、いなくなると、やはり市民の方が置いてしまうという状況で。その

後、実際には放置自転車の撤去という形でも、先ほど週４回という形でご発言なさい

ましたけれども、ある程度放置自転車の撤去もやっているんですが、イタチごっこと

いうことで非常に苦慮しているところでございます。

今後できれば 24 時間なり、その昼間の一番ピークのときとか買い物客のときです

ね、置き方指導員を置いて、できるだけ放置自転車を置かないというような形でやっ

ていけばいいんでしょうけれども、やはり個人のモラルの問題もあると思いますの

で、そこら辺を周知徹底していきたいなというふうに思っています。実際に、この間、

盲学校の校長先生が来まして、川越駅の東口のところで盲人用のタイルに駐輪して、

実際に目の不自由な方がお困りになっているという実例もございますので、自転車を

利用される方のモラルの向上についても努めていかなければいけないと思っており

ます。

新河岸駅周辺の駐輪場でございますけれども、民営の駐車場が 33 カ所ございまし

て、それで約 3,400 台収容できるところがございます。あと、新河岸駅の高階小のそ

ばですね、そこに市営が 630 台ございます。それとは別に無料駐輪場が新河岸駅の西

口と東口に１カ所ずつ設けておりまして、両方で約 1,700 台置けるような形になって

います。ただ、今新河岸駅につきましては駅舎の改修工事を行っておりまして、現在

の駅舎よりも 60 メートルぐらい川越駅側に来ますので、また駐輪の状況が変わるか
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もしれませんけれども、今現在、新河岸駅中心につきましては放置自転車区域に指定

しておりますが、また、駅舎が変わることによって放置自転車区域についても再検討

する必要があるのかなというふうに思っています。

いずれにいたしましても、駐輪対策については今後、強化していきたいなというふ

うに思います。

最後に、無料の駐輪場でございますが、あれは今現在、特に新河岸駅の東側の駐輪

場につきましては利用率が 56％という形で、かなり低い状況であります。それは結

局、踏切を渡らなければ利用できませんので、今後、反対口も開設されますと、そこ

の利用についてはかなり高くなるものだというふうに思っておりますので、無料につ

きましても、実際には有料という形で市がちゃんと管理して、防犯上心がけていかな

けばいけないなというふうに思っております。いろいろ犯罪とかございますが、でき

るだけ警備を強化して、そういうことのないような形で努めていきたいなというふう

に思っておりますが、無人、無料ということで、市も非常に苦慮しているところでご

ざいます。

意見 私のほうで用意した資料もまだあるので、後で関係課のほうに渡したいなと思

います。

市民部長 よろしくお願いします。

《農業対策》

意見 私、昨年まで 10 年ほど、農業生産法人のほうで稲作の現場のほうを従事して

おりました。今は別の仕事しているわけなんですけれども、機会あれば農業の現場に

復帰したいと思って、市の農政課や市長のほうにもたび重なる意見のほう、申し上げ

させていただいているわけなんですが、今日はその川越市内の田んぼの維持というこ

とに関して市のほうの考えを聞きたいなというふうに思って来ました。

田んぼの維持といいましても、対策立てなかった場合は、誰かが効率のいい稲作経

営をするか、もしくは水田が宅地になるか、この二通りになると思うんです。前者の

誰かが稲作経営、効率的に行って田んぼが維持できればいいんですけれども、問題は

その水田が宅地になった場合のことなんで、水田というのは市内の水田の所在地とい

うのは川沿いの低い土地だったり、地盤の弱い土地だったりに所在しているわけでし

て、こういうところは宅地にしてしまうと、洪水とか地震とか起きたりした場合、被

害が拡大してしまうんではないかと、そういう観点からも田んぼというのは維持した

ほうがいいというふうには考えております。ですから、田んぼ維持のあり方というの

は市の意見、市の考え方というのを聞きたいと思います。
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例えば、私の意見なんですけれども、今、ニュースでもありますけれども、減反政

策廃止という方向で進んでおりまして、その減反を廃止してお米の価格が安くなった

分、税金を使って補填するという制度、これはやってほしくないわけです。単純に他

の業界と同様、農業も実力主義で、やりたい人、実力ある人が規模拡大できる。そう

でない方には残念な、申しわけないんですけれども、業界から引いていただくという

ふうになってもらったほうがいいなと。そうなると、特に行政としては税金も投入し

ないで済みますし、特に対策というのを立てる必要もないな。ただ、実力主義でいけ

るような環境づくりというのをしていただいたほうがいいなというふうに考えてい

ます。もちろん、農家戸別補償なんていうのもやめてもらいたい。やりたくなかった

けれども、補助金もらえるから農業をやるという人も出てくると思うんで、そうなる

と、これだけの目標売上高を目指すのに、これだけ規模を拡大したいと思っても、そ

ういった事情でできないということが起こり得ますので、そこら辺のことを、現場を

よく見てから対策というのをしていただきたいなというふうに、思っております。

市長 水田耕作、農業については、私の個人的な考えとしては、日本の食料自給率は

もっと上げなきゃいけないというふうに思っていますので、ぜひ水田農家の方にも頑

張ってもらいたいというふうに思っております。そうは言っても、今の現状では米つ

くっていたんでは、到底ペイしない、食べていけないという、そういう現状がありま

すね。それについて、最近、国のほうの指導で人・農地プランといって、ある地域ご

とに農地を、その地域の農家の人たちの話し合いの中で、ある特定の人に農地を集積

して、その人が中心になって農業を担っていってもらおうという、そういうような事

業が動き始めたところなんですよね。

それがうまくいくかどうかわからないですけれども、いずれにしても、何らかの形

で農地を集約していかないと水田耕作は到底立ち行かないと、そういう認識のもと

に、今それに対する対応をしています。農地が宅地になる、農地の転用については、

今、国も県もかなり厳しくなっておりまして、そうそう簡単に宅地化できないという

現状はあります。また、いずれ政権が変わったりして政策が変わると、そうでなくな

ってしまうのかもしれませんけれども、少なくとも今のところ、農地の転用というの

は昔以上に厳しくなっているという現状があります。

市としては、その国の提唱している人・農地プランに乗っかって、水田耕作をこの

川越の地域でも存続させていきたいというふうに考えています。

意見 今、農地集積のことに関しては始まったばかりということで伺いましたが、問

題はその稲作経営者の採算ラインの農地を確保できない状況となる、諸事情によっ
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て。これも国の政策の影響もあるわけなんで、特に行政としては何もタッチする必要

ないと思うんですね。やはり実力ある経営者ならば、やはり自分のやりたいようにで

きますので、技術の面なり、ただ、規模拡大しやすいような環境整備だけはやった、

それだけです。特にばらまきとか本当に税金の無駄遣いですので、それならもっと復

興のほうに、震災復興に回していただきたいというふうに強く思います。

《自然と健康づくり》

意見 私は自然がまだ多く残っている川越市で、今後も自然とともに健康でいられる

まちに住み続けたいと思っています。川越市に住む多くの人が健康でいることで、現

在の社会問題、いじめ・非行に格差社会、就職のミスマッチとか、今日言われている

自然災害とか、あとは地域問題とか、そういうのが全て減少して、住みやすいまちに

なると思います。そのためには、子供だけではなく、大人も多くの人たちと交流して、

自然を感じて自然や健康とはどういう状態なのかを考える時間をつくることが重要

だと思っています。あと、川越市は健康づくりにかなり力を入れているというので、

それにもっと力を入れてもらいたいというのが私の意見です。

なぜこういうふうに思ったのかということですけれども、私は川越市出身じゃなく

て静岡市出身なんですけれども、それで、田舎のほうに住んでいて、そのころはもう

ほとんど病気しない状態で、今、僕も 47 になりますけれども、まだ３回ぐらいしか

病院に行ったことがないぐらい健康でいたんですけれども、社会人になってから横浜

とか東京に住んで、やはり体調が余りよくなくなって、しまいには 40 過ぎてから、

ぎっくり腰になってしまって、これはやばいかなと思って、いろいろ健康づくりをや

ったりしてだめだったんで、縁があって、この川越に来たんですね。４年前に川越に

住んで、自然環境がある、特に的場の場合、四季があるんで、そういったところに住

んでいると、やっぱりすごく落ち着いて、健康でいられるようになったということで、

そういうのが重要なんだということが１つですね。

もう１点は、昔はキャリアカウンセラーということで就職試験の仕事をしていたん

ですけれども、就職して、活動している人たちが非常に健康に不安を抱えている人が

多いという話を聞いて、友達にも聞いてみると、不健康になっている人が非常に多い

というのを聞くんで、そういったことが必要じゃないかなというのは思っています

ね。

確かに川越市って都市化がかなり進んでいると思うんですけれども、都市化も非常

に便利な面もあるんで、完全に自然にするというのは多分不可能だと思うんですけれ

ども、やはりそういったものを大事にしていくようにしていってもらいたいなと。そ
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れプラス、健康づくりといえば、知識とかいろいろ要るんで、そういったことを勉強

する機会というのをもっと増やしていくというのが重要じゃないかなと思うんで、健

康づくりの祭りとかいろいろやられていると思うんですけれども、広い範囲の人が参

加できる、いろいろな対策、活動をもっと広めていけば、かなりの部分の社会問題が

なくなるんじゃないかなということで、健康づくりとか自然を大切にするようなまち

づくりにしていってもらって、そうすれば住みよい社会、まちになるんじゃないかな

と思います。

保健医療部長 今お話しいただきました、川越市で「いきいき川越大作戦」というこ

とで健康づくりに力を入れております。特に運動に関してはラジオ体操を取り入れる

ような形で、今年もあと、12 月に開くんですけれども、ラジオ体操の講習会という

のを予定しておりまして、年間で何回か講習会をすることになっております。ラジオ

体操を通じて、お子さんだけではなくて高齢者の方も含めて、いろんな年代の層の方

が交流することで、まちづくりにとってもいい影響が出ているというふうなことも出

てきているわけですので、健康づくりは時間もかかることですけれども、継続して進

められるようにしていきたいと思っております。

また、健康まつりに関しては、11月 10 日の日曜日に開催したんですが、総合保健

センターでやっているものですから、お近くの方はお越しいただきやすいのかなと思

うんですが、ちょっと離れた方ですとお車で来ていただくようなことになるので、今

回も天気に恵まれましたが、参加者は前回よりも少なかったのでちょっと残念でし

た。中の企画についても、今回 27 回ということでやっているんですが、今お話しい

ただいたように、もう少しいろいろな方が楽しめるような企画ということで、今後見

直しもしていきたいと思いますので、ご意見をいただければと思います。よろしくお

願いします。

《地域猫対策》

意見 私は命に優しいまちづくりという観点から意見を申し上げたいと思います。

今年９月１日に改正動物愛護関連法というのが施行されました。改正愛護関連法の

総則には、人と動物の共生する社会の実現とうたわれていますし、東日本大震災の教

訓から、被災動物の補完も盛り込まれました。それに伴って、この埼玉県が愛護関連

法で「犬猫の殺処分ゼロを目指して」と題して野良猫の殺処分を減らし、地域活動と

いうことを紹介しています。新聞報道でも埼玉県は昨年度、県内で殺処分された犬猫

3,444 匹を 2016 年度までには 1,000 匹未満に減らし、最終的にはゼロにする目標を

掲げていると報道をされました。
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私は人間だけでなく、あらゆる命の尊厳を尊重するというのはとても大切なことだ

と思っているのですが、川越市の現状というのは残念ながら野良猫のトラブルという

のは各所で起こっておりまして、公園に猫を遺棄するする人はもう後を絶たない。そ

れから、猫の虐待、そして、警察官が臨場するような虐殺事件ということも起きてい

るようで、こんな現状の中で７年後、世界各国のほうからオリンピックのためにたく

さんのお客様がいらっしゃるということで、１日２万 5,000 人を想定いらっしゃるこ

となんですけれども、ゴルフですから、欧米の方もたくさんいらっしゃると。動物愛

護意識の非常に高い欧米の方が観光として川越市内に見えられたときに、結構観光地

のところでも、そういうことが起きておりますので、そういう現状に触れたときどの

ような感想を持たれるかということをとても危惧しております。

東日本大震災のときも、秩序正しい日本人に対する好意的な報道と同時に、福島で

置き去りにされた犬猫に関して、対処がよくないという非難がネット上では大変話題

になっておりました。ですから、こうした現状をもし見られたときに、その光景を簡

単に写真を撮って、世界中に、あっという間に発信されてしまいますので、何とか本

当にそういうものを大切にするまちであるというアピールをできたらいいんじゃな

いかと思っておりまして、できれば命に優しい川越市として、官民協働で地域猫対策

というのを早急に始めていかれたらいいんじゃないかと思っております。

地域猫というのは野良猫に避妊去勢手術をして絶対数を減らして、今いる猫は愛護

法の趣旨にのっとって管理するという形になると思うので、東京都では新宿、千代田

区、練馬区や神奈川も、それから、大阪市も、各地で成果を上げている実例がありま

すので、埼玉県でもさいたま市とか所沢市も動いていると思うんですけれども、でき

れば今、その苦情のある地域がございますので、地域コミュニケーションをとれるよ

うになりますし、そうした意識改革とか、練馬区では小学校への教育にも、学校に行

って、そういう教室を開いているとも聞いているんで、命の教育もできるという形に

もなりますので、ぜひ今回その行政と市民とボランティアの三者の協働する部分、行

動をできれば早く始めて、行政のほうが橋渡しとなっていただいて動いていただけれ

ば、本当によいまちになるのではないかと思って提言させていただきます。。

市長 おっしゃることはもっともなことだと思いますので、猫を飼っていらっしゃる

方に対する啓発であるとか地域猫活動等について、前向きに取り組んでいきたいとい

うふうに思います。

意見 どこかの課が、それを協力してくださるとか、そういうことは。

市長 即座にそういうことを、この課でやらせますとか、そういうわけにはなかなか
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まいりませんので、ただ、初雁公園なんか、確かに観光客の人がいっぱい来るところ

で、かつ野良猫が少なくても 10 匹ぐらいいるところですので、そういうようなとこ

ろ、地域に重点的に今のおっしゃられたようないろんな対応を考えていきたいと思い

ます。

意見 わかりました。

《ヘルメットの着用の義務化》

意見 先ほど交通マナーの悪さということでおっしゃっていただいたんですけれど

も、私もそのことについて一言、市長さんにお願いしたいと思います。

今、自転車のやっぱり事故が多いということで、埼玉県では毎年と言うほどワース

トワンになっております。それで、私、仕事関係でよく中学生なんかが自転車に乗っ

ているのを見るんですけれども、特に中学生で自転車通学というのがやっている学校

が何校かあると思うんですね。その中学生に対してはヘルメットの着用を義務づける

ということはできないものかということを、ちょっとお聞きしたいと思います。

あと、高校生に対しても高校生は、あと数年すれば自動車の免許を取れる年になり

ます。それからになってからだと、ちょっと遅いと思うんですね。ですから、高校生

に対してもやはりヘルメットの着用、通学のときはそのようにすることということ

は、川越市ではできないものでしょうか。

市長 自転車通学を認めている中学校というのは、全部の学校ではないと思うんです

よね。芳野なんかは私が見たところではヘルメットをかぶっていたように思います

ね。自転車通学をやっているところ全部に義務づけることができるかできないか、理

屈の上ではそれはできると思うんですが、また費用の問題であるとか、そういうよう

なこともあって、ちょっと理屈の上では可能であるという、そういうお答えしかでき

ないんですけれども、それぞれの学校ごとに働きかけをして、学校ごとにやってもら

うというのが一番考えられる方法だと思います。

学校教育部長 学校教育部長ですが、現在、通学に自転車を使っている学校は 22 校

中８校ありまして、そのうち３校はヘルメットを学校で義務づけております。残る５

校につきましても、やはり今、市長がおっしゃったように費用の問題とか、それから、

逆にヘルメットをかぶることで運転しづらいとか、そういったような声もちょっと聞

くんですけれども、学校の状況とか、また保護者の考えも聞きながら、教育委員会と

しては安全のためには一応ヘルメットをかぶらせたいというふうには思いますが、ま

た、学校のほうと話し合いをしながら進めてまいりたいなというふうには考えており

ます。
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意見 ちょっとお聞きしたいんですけれども、中学生の場合、通学で自転車に乗って

いる子たちというのは必ず自転車の保険というものは入っていらっしゃるんでしょ

うか。

学校教育部長 はい、これは任意に保護者に加入してもらっている状況です。

意見 それはどのような保険なんでしょうか。

学校教育部長 各学校のＰＴＡのほうで県の安全互助会関係の保険がありまして、そ

ういったものに入っているということです。

意見 そうなんですか。つい先日、テレビの報道とかで小学５年生の子が自転車で歩

行者をはねてしまって、損害賠償で 9,500 万請求されたというのを聞いたんですけれ

ども、もし中学生が加害者になった場合でも、それで補償されるということ、大丈夫

なんでしょうか。

学校教育部長 これは登下校のみの保険ですので。（※）

意見 登下校のみということなんですか。どうしても加害者になる場合があるし、あ

と被害者にもなる場合がありますけれども、ヘルメットを着用していると、まず頭を

守れますから、命にはかえられないと思うんですね。ですから、できるだけヘルメッ

ト着用を親御さんに、保護者に市のほうから説明していただいて、できるだけヘルメ

ットを着用してもらうようにしていただきたいなと思います。

※内容を確認したところ、この保険は、登下校だけではなく登下校以外の活動に対

しても補償されるものでした。ご発言いただいた方には、詳細を説明しました。

市長 どうも長時間にわたりまして、いろいろ貴重なご提案、ご提言、あるいはご要

望、ご意見を頂戴しましてありがとうございます。いただいたご提言等につきまして

は、もちろんすぐにできることと、なかなかいろいろな事情があって実現が難しいこ

と多々ありますが、いろいろ検討しまして、すぐにできることはできるだけ早く取り

入れて、市政に生かしていきたいというふうに考えております。本日はどうもありが

とうございました。


